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パールサロン神戸
〒6 5 O 神戸市中央区山本通1 ~ 7 - 7 桃野坂）
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美容室一l T A L l Y A ／代表岩本幸歴
本山店：〒6 5 8 神戸市東灘区田中町1 丁目８．１４

クレフ本山1 階T E L ／F ＡＸＯ７８（4 1 2 ）５１５１

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
〈
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｙ
Ａ
〉

武
田
匠

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
〈
ギ
ャ
ル
ソ
ン
ヌ
〉

諸石安児子様〈化皮化学'二業K K f i柵取締役ﾉも人）

花
の
祝
福
の
あ
る
う
れ
し
い
月

サ
ロ
ン
葛
里
が
四
十
周
年
を
迎
え
た
月

四
月
、
新
し
い
出
発
の
あ
る
月

／
デ
ザ
イ
ナ
ー

小
林
菌
里
子

サ
ト
ル
／
デ
ザ
イ
ナ
ー

小
林
悟

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



願いを

緑露骨罰唇翰醍E 露誌男頚己即

配

顎
蝿

Ｆ

、

'傭.寒曽蕊穏風

P ＝

、

迩
鴬
薯
，刷耀

毒だから

Ｆ凸

凶

や

｡=房 ノ

J ＥＷＥL 頭タンマ
神戸元町2 丁目ＴＥＬ､ 0 7 8 ( 3 3 1 ) 5 7 6 1

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



iＭ

篭

雲霧
ｃＯＲ

神戸市中央区三宮町1丁目1 - 8 - 1 サンプラザ1ＦT E L 0 7 8 . 3 9 1 . 4 7 1 1
お問い合せ先ＴＥＬ0 3 - 3 2 3 8 - 0 8 1 1
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『認

鱗

｜｢ ｃｏＲＩの春夏コレクションのテーマは
｢ C O O L B E A U T Y j 。流れるようなロングラ
インでフェミニンなナロウシルエットカ域主流。
自己のアイデンティティをもって、いつも

アクレッシブ・に人生をエンジョイする、そん
な生き方を実戦する女性のためのニューブラ
ンド『ＣＯＲｊシーオーアールがサンプラザ1 階
に昨年の２月オープン。テレビドラマで人気
の｢ りょう｣ がブルーのテデイベアと踊りなが
ら登場するＣＭ効果もあり、１０代から3 0 代の
トレンドに敏感な女性の来店が絶えない現象
が起きはじめている何

旨zi diii零雲謹
P 二一

＄
一一

『認
』
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SecondCover〈４月〉

｢ポートレート( 1 9 3 6 - 4 0 )」
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1997年４月巳巳日（火）
受付５：３０ｐｍ・開演６：o 0 p m . ～８：３０ｐｍ･

ホテルオークラ神戸平安の間
〒6 5 O 神戸市中央区波止場町2 - 1 メリケンパーク内
TEL（078）３３３－０１１１

会費20,000円／神戸っ子倶楽部会員18,000円
②着席のため全席予約制

主催／月刊神戸つ子
後援／神戸百店会
お申し込み／月刊神戸つ子〒6 5 O 神戸市中央区下山手通３
丁目1 - 1 8 ツインズトアビル４Ｆ
TE L（0 7 8 ) 3 3 1 - 2 2 4 6ＦＡＸ（07 8 ) 3 3 1 - 2 7 9 5

,！

‘垂

翌

【プログラム】
国特別諦演新井満
く長野冬季オリンピックイメージ監督〉
『神戸復興のイメージ戦略』を語る

画第７回神戸っ子賞表彰式

東山魁夷月己Ｉ上Ｉ ﾝ 塵 ; ｸ 這東山魁夷新井満

皿第2 6 回プルーメール賞表彰式
野元正．島田誠・赤崎みま･ 若柳吉金吾．山本芳樹
園平成9 年酒徒番附表彰式
( 西．経涜人検綱）畑崎庚敏（束・文化人横綱）谷川浩司

画神戸芸術祭日本舞踊若柳吉金吾
演奏/ 大和三千世社中

■ミュージック“明日に架ける橘”（橋をテーマに）一

バｯ ｸ バンド安藤義則他
出演/ 麻鳥千穂。堀郁子・滝えり子。
松本幸三・肩郷

圃神戸っ子チャリティ福引き大会他

司会村上和子
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' ･ ベイシティバンクかんしん' ’
は「共感・対話・信頼」を企業
理念として、地域の文化・芸術
の育成に努めております－
この“かんしんストリートギ

ャラリー”も芸術の香りをほの
かに漂わせたアートスポットと
して、本年は「神戸の街角・神
戸の女( ひと) 」と題したシリー
ズで様々な作品を紹介してまい
ります

kM1Sin5treetgaIIery<94〉

異人館・シュウエケ邸

撫撫鴎鎧艶蕊灘織.』

関丙両宮信用金庫
神戸市中央区下山手通２丁目1 2 吟3 〒6 5 0
ＰＨＯＮＥ(07B)332-5151M日Fax(078)333-9874

ひと

神戸の街角・神戸の女一
第４回高崎研一郎

生田新道に面したストリートギャラリー

たかさきけんいちろう

ぐ二麓県議）
神戸市西区在住

迫る山の緑は彩り、異
人館が目につく神戸北野
の坂道を上りきて、汗ば
むなかで、ここちよい風
が吹き抜けるとき、風は
山手にあっても、なぜか
潮風を感じてしまう。そ
して安堵するのである。

鏑
ＬＩ；､Ｍ正

日
刊
尿
Ⅲ
Ⅲ
■
、
Ⅲ
日
日
日

ｰ ｒ
ＬＩＩ

国需鼠
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日
本
の
名
湯
ｌ
有
馬
温
泉
徹
底
ガ
イ
ド

／ 、

三
下
年
前
、
人
Ｊ
貴
命
（
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
）
と
少
彦
名
命
（
す
ぐ
な
び
こ
な
の

み
こ
と
）
が
日
本
最
古
の
温
泉
有
馬
を
発
見
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
正
史
に
よ

る
と
六
三
一
年
の
箭
明
天
皇
以
後
、
歴
史
を
左
右
し
た
人
物
が
、
好
ん
で
有
馬
を

訪
れ
て
い
る
。
消
少
納
言
、
藤
原
定
家
、
秀
逓
、
、
：
．
…
。

歴
史
か
ら
旅
館
の
紹
介
ま
で
有
馬
の
す
べ
て
が
こ
の
一
冊
に
つ
ま
っ
て
い
る
。

ノ

５
月
１
日
発
売

日本の名湯一有馬温泉徹底ガイド

編集・発行／月刊神戸っｆ

定価800円(本体762円）

、
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全国にヲ
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匂

哩

詮

↑３月１８日六甲ア

１

･11日

Ⅲ呂

鐸

弓４日待望の国際会議場ポ
ベンシコン都市ＫｎＲＦの§

Ⅱ

ｒロ、‘' 一通認可

２月１１日生田神社会館において詩人の小林武雄先生の
勲四等黄綬褒賞受賞のお祝い会が開かれた

ベージュ色（米寿）になった神戸の母・土井芳子さんを祝
う集いが３月３日ハーバーランドのホテルニューオータニで

鱒‘$

ﾛ11

‘邸一罵留蓄縮篭Y蕊拳

国

部

－邸耕辱涯〃浄ｖｌ
ｌ兵庫県のふれあい祭典の閉会式が２月'7日
１１に兵庫県の公館で開かれ、１２チームが貝
｜原俊民知事より表彰された

リ雪＝
＝

■

－ ｺ

｜観 iＩ

里

曲

一

＝季
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１
日

鍵；喝'；

神戸っ子，Ｓフ 霧琴､列

松本童平
く声楽家＞

舞台から勇気を伝えた！‘，

自
由
な
女
を
愛
し
、
裏
切
ら
れ
、
刺
す
１
Ｌ
こ

の
春
、
オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
で
、
そ
ん
な
男
を

豊
か
に
表
現
。
「
テ
ノ
ー
ル
は
恋
愛
も
の
が
多
い

ん
で
す
が
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
が
少
な
い
ん
で
す
」

と
笑
う
。

小
学
生
の
と
き
に
小
浮
征
爾
指
揮
の
オ
ペ
ラ

「
ト
ス
カ
」
を
観
た
。
「
内
容
な
ん
て
分
か
ら
な
か

っ
た
け
ど
、
子
供
心
に
『
何
か
」
を
感
じ
ま
し
た
」

東
京
芸
大
か
ら
イ
タ
リ
ア
に
留
学
。
「
オ
ペ
ラ

と
い
う
と
日
本
で
は
堅
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
イ

タ
リ
ア
で
は
も
っ
と
身
近
な
存
在
な
ん
で
す
よ
」
。

ミ
ラ
ノ
に
あ
る
ス
カ
ラ
座
に
は
、
ラ
フ
な
服
装
の

《
一
〃

臣甲一茜二

塾鐘宗一

ｈ 霧

』

立
ち
見
客
で
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
。

実
父
は
声
楽
家
の
松
本
幸
三
さ
ん
。
「
父
は
最

大
の
ラ
イ
バ
ル
。
松
本
幸
三
の
息
子
と
し
て
で
は

な
く
、
松
本
薫
平
と
し
て
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
り
た
い
」

好
き
な
こ
と
は
運
動
と
音
楽
。
か
っ
て
は
、
水

泳
や
サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
競
技
に
熱
中
。
ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
で
は
ベ
ー
ス
を
担
当
し
た
。
た
ま
に
行
く
カ

ラ
オ
ケ
で
は
演
歌
を
歌
う
。

舞
台
か
ら
「
何
か
」
を
伝
え
た
い
。
例
え
ば
、

「
勇
気
」
。
武
庫
川
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
。
二
十

七
歳
。
〈
北
野
町
で
〉

強
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神戸っ子' ９７

木下千佐子
く声楽家＞

ヴィーナスの宝石箱

国柊

溺

－
キ
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
で
作
っ
た
り
し
た

ん
で
す
よ
」

四
月
、
オ
ペ
ラ
の
名
場
面
を
散
り
ぱ
め
た
「
オ

ペ
ラ
の
宝
石
箱
」
の
「
こ
う
も
り
」
に
出
演
し
、

一
宮
神
社
の
春
祭
り
で
は
「
桜
舞
い
歌
」
を
歌
っ

た
。帰

国
後
感
じ
た
こ
と
は
ケ
ー
キ
の
美
味
し
さ
だ

け
で
は
な
い
。
神
前
結
婚
式
で
聞
い
た
笛
の
音
に

日
本
の
伝
統
美
を
感
じ
、
ダ
イ
ア
ナ
・
ロ
ス
の

「
甘
い
ハ
チ
ミ
ツ
の
よ
う
な
」
歌
に
魅
せ
ら
れ
た
。

王
国
楽
で
人
を
楽
し
ま
せ
た
い
で
す
ね
」

〈
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
で
〉

戸
財
き
な
こ
と
に
は
坐
乗
中
す
る
タ
イ
プ
な
ん
で

す
。
幸
貝
采
以
外
の
こ
と
は
雑
な
ん
で
す
け
ど
」

人
懐
っ
こ
い
笑
顔
で
、
は
き
は
き
と
話
す
千
佐

子
さ
ん
。
幼
い
こ
ろ
に
童
謡
を
習
い
、
中
学
生
の

と
き
に
は
芸
能
界
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
受
か
っ

た
が
、
周
囲
に
反
対
さ
れ
断
念
し
た
。

そ
の
後
、
声
楽
家
・
松
本
幸
三
さ
ん
の
個
人
レ

ッ
ス
ン
を
受
け
、
「
オ
ペ
ラ
じ
ゃ
な
き
や
駄
目
っ

て
感
じ
で
」
ミ
ラ
ノ
に
留
学
。
音
楽
漬
け
の
三
年

間
を
送
る
。

帰
神
し
て
、
神
戸
の
ケ
ー
キ
の
美
味
し
さ
を
再

認
識
し
た
。
「
向
こ
う
に
は
、
ふ
わ
っ
と
し
た
ケ

畠幽雪

顔

一

鍵
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れております。
趣味は海外旅行で、

将来はオーストラリア
に留学して、興味のあ
るスノーポードを経験
してみたいと、夢がい
っぱいです。

１
１
；

箭
蓉

縦‘亀＝

;認
<226＞

永遠のお嬢さんらしさ
を持ったお嬢さん

■島－－

１６ 山口ひとみさん
．Ｌ

■ 「お嬢さん」という存在は愛敬があって、
いつまでも可愛らしくあって欲しいと思いま
す。山口ひとみさんは、そういった意味で本
当の「お嬢さん」らしさを持った方です。
得意の油絵を生かしての山手短大の美術科
に在学中から私の仕事のお手伝いをして頂い
ていますが、音楽に関することから、中国の
留学生のお世話まで幅広くその才覚を発揮さ

詮塞

一三一一一～一一一一言

｝

野上■

詮 塞 鷺ｳ 廼健’
１ソサエティ代表１４
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亨四

４１口
昼
宮

Ｉ
，
け
ｉ
似
予
３
－
傘
旦
『

函
小
岩
吋
匙
山
廿
附
財
凸
明
，
Ｎ
仲
や
Ⅱ
ｙ
隅
叫
司
１
，
４
Ⅷ
。
ｐ
幽
印
も
芽
Ｌ
咽
缶
即
ｒ

－
憲

一
芦
》
』
』

蜜
ｉ
‐
ず
Ｈ
１
・
Ｌ
Ｐ

審
恒

型

８ J ■

ず零い一k 両唖

》
；
『

毒
一Ｆ

」
ｄ『

郵
琵
空
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癖
岬
蝿
醗
噸
醗
膿
膨
隣
卿
い
“
恥
鴎
騨
瞭
院
，
測
瞬
》
》
》

スカイダイビング
にも挑戦。
勇気ある大和撫子
上杉留己さん鯉

空からスカイダイビン
グを行い、あのおしと
やかな留巳さんにそん
な勇気があったのかと
皆をびっくりさせまし
た。
冒険心あふれるお嬢さ
んです。

親友であり、山友達の中西健二君のアシス
タントをしていた上杉留巳さんは、プール学
院大学を卒業されて、今はJ A L のフライトア
テンダントとして活躍中です。ご趣味のピア
ノの腕前はベテラン、社会人になられてから
は茶道も始められ、ニューヨークでの生活を
夢見ておられる向上心のあるお嬢さんです。
昨年にはオーストラリアで8 0 0 0 フィートの高

鋪時好
議津，

碇

亀霊
＝＝一一一丘

１
１５

１ 蕊冒蕊

暇. ‐，，峠鶴豊４Ｆ可

』響蹄ｊ鳶亜毒
』
ｉ
一
‐

罰墜電彊
■

推薦者片山英一
ぶなを植える会会長

芦
手
》
晶
遥

〈
↑
雲
一
一

:量
鐸

雨

竜
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1Ｊ
、
1Ｊ
、

１
＃
Ｉ鐸豊識雲蕊認

F

dL；
J１

『

ある集い■神戸市民自転車同好会

匙二.〆

"ij
F

６１

祇
園
明
敏
〈
神
戸
市
民
自
転
車
同
好
会
会
長
〉

回
事
務
局
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
（
５
９
１
）
４
６
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
（
５
９
１
）
１
６
６
１

M淵
匪 心

夢

Ｉ

ユ

最
近
、
日
本
列
島
は
元
気
が
な
い
。
だ
か
ら
、

明
る
く
前
向
き
な
人
生
観
を
身
に
つ
け
よ
う
！

と
い
う
発
想
か
ら
、
一
九
八
六
年
、
中
国
大
陸

に
ロ
マ
ン
を
求
め
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

多
く
の
若
者
と
と
も
に
九
回
走
破
し
ま
し
た
。

今
年
夏
、
中
国
東
北
地
方
（
旧
満
州
）
を
走

る
計
画
で
、
今
回
で
十
回
目
の
自
転
車
訪
中
で

す
。活

動
は
、
若
者
が
中
心
に
な
り
、
ぬ
く
も
り

の
あ
る
仲
間
づ
く
り
と
、
素
晴
し
い
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
目
標
に
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
唯
一

自
慢
で
き
る
の
は
、
今
ま
で
（
九
回
と
も
）
全

員
元
気
で
無
事
帰
国
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
現

地
で
は
住
民
と
手
づ
く
り
の
交
流
を
も
っ
て
お

り
、
小
中
学
生
の
書
・
図
画
作
品
の
交
換
会
、

紙
芝
居
の
披
露
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
作
品
は
、

そ
ご
う
神
戸
店
、
市
立
総
合
児
童
館
等
で
展
示

会
を
ひ
ら
く
な
ど
、
一
般
公
開
で
「
日
中
友
好
」

推
進
の
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
日
本
人
憧
慢
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
走

り
ま
し
た
（
五
十
七
名
参
皿
．
炎
天
下
、
灼
熱
、

熱
風
と
闘
い
、
無
事
に
走
破
し
ま
し
た
。
古
来
、

玄
装
三
蔵
が
往
来
し
た
道
、
自
然
の
草
も
樹
木

も
な
い
一
本
道
、
ひ
た
す
ら
最
終
地
敦
塩
ま
で

を
走
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
阪
神
大
震
災
の
被
災
者
、
三
、
四

人
の
青
少
年
を
招
待
す
る
企
画
を
、
中
国
大
陸

で
と
も
に
ペ
ダ
ル
を
踏
み
、
暑
さ
と
闘
い
、
充

実
し
た
汗
を
流
し
て
、
自
立
心
旺
盛
な
人
間

に
！
成
長
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
熱
き
思
い
か

ら
、
現
在
、
計
画
中
で
あ
り
ま
す
。

珊再画哩
膳Ｉ

＝？ ■ 期屋謬＝？ 雷
己尋’
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』

詞
‐

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です

４月号目次⑧1 9 9 7 - 4 3 1
表紙／「群像（カフェテラス) 」小磯良平
セカンドカバー／「ポートレート〈1 9 3 6 - 4 0 ) 」中山岩太
目次／「第二の恋人論」鵡本昭三

１２神戸っ子' ９７／松本燕平木下千佐子
１４神戸のお嬢さん／山口ひとみ上杉留美
２５ポエム。Ｆ・コウベ／「桜」北野和博絵＝石阪春生
２７私の意見／「復興と近未来マルチメディア社会向かって」福岡富雄
２８連載エッセイ／欝眼流旅日記⑩「ベトナム青著諭禰ﾃ ③」

村松友覗絵＝灘本唯人
３０妹尾河童『少年H 』出版記念エッセイ／林五和夫
３２地域文化論／「調居玲さんを懐かしむ」鶴田勝次
３４ファッション特集①神戸ファッション美術館オープン記念座談会

ファッションは「衣・食・住．遊」
４０ファッション特蝿⑳鹿謎今「パッショングラス神戸っ子」で新しい創造を

三浦啓子・ウィストン竜川．榎本靖子
４５山下みか子のＴＡＳＴＹゴルフ④／『ゴルフするのにお酒落は必要１７」
４６トアロードまちづくり／「トアロードで菩提樹を植樹」
４８ふたたびプロフェッサーＰの研究室／岡田淳

５６話題のN E W B R A N D ①（株）ファミリア
７０ｏｈｌタカラヅカ／柴田郁宏．高嶺ふぶき・花細まり
７５亀井一成のズームI n Z O O ／「テナガザルヤジロベエ走り！」
７８有馬歳時記／有馬グランドホテル女将・梶木和子さん
８０神戸を福祉の街に

「被災者を支援するためのＩ神戸ジョブ］ミニミニ大作戦」橋本明
8 2 モダンカルチャー
８４シネマ試写室／「天国の約束」淀川長治
８６神戸百店会だより
８８ぴっといん
９０ポケットジャーナル
９３ＫＦＳニュース

９４ルポルタージュ神戸回／六甲アイランドに｢ 神戸ファッションプラザ｣ 誕生
９８連載小説／「ブルー・ランデヴー」最終回木村光理絵＝森濠達夫
1 0 3 神戸っ子倶楽部
1 1 4 海船港／「神戸港クルーズ客船考」海市悠太郎
1 1 6 北野マップ／ネイルズユニークカレッジ北野本校
1 1 8 ユッコのフランス紀行２

「農業国の素購らしさに食いしん坊も脱帽」小泉由紀子

カメラ／米田定蔵・池田年夫・松原卓也・森田篤志・森田純三・米田英男

「

‐電萄ｂ・平憩
一ｄｄＦ

ＦＰ

〃『
・Ｆ
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／

僕の研究所では、１０人ほどの若い
女性が仕事をしている。会社で給料
を払っての従業員ではない。ぼくの
仕事の手伝いをしながら、同時に彼
女たちが目指している方向について、
ぼくも一緒になって考えたりアドバ
イスをしたりしているのである。
美人ぞろいである。さらに魅力的
になるために日夜勤しんでいるとい
うこともあるが、化粧のテクニック
やブランド商品についてぼくが知っ
ているわけがない。ぼくの構想して
いる人間やアートの話をする中で、
それぞれが自分の夢をふくらませて
行動するうちに美しく魅力的になる
らしい。それだけではなく、国際的
に活剛している女性もいるし、他の
女性たちもそれを目標にしている。
しかし、宗教集団のようにひとつ

の目標に向かい心を同じくして突き
進むというのでなはない。共通して
いるのは、ぼくが彼女たちをムチャ
クチャに好きであるということであ
る。そしてこの個性の強い女性たち、

Ｌ

第二の恋人論
さらにいうなら、派手に怒り、悲し
み、そして喜ぶ。そんな彼女たちの
話を聞き、ぼくも共に喜んだり悲し
んだりしている。
彼女たちには恋人がいる。夢も野

望も大きな美女たちに、1 0 0 パーセン
ト応えられる男性はなかなかいない。
昔なら、年頃になると少々欠点があ
っても自分もそうなのだからと妥協
したものであるが、彼女たちはそれ
どころか、それ以上を目指している。
年寄りが、早くこどもをつくらない
と難産するよとおどかしても平気で
ある。
そこにぼくが「第二の恋人」とし

て登場するのである。彼女たちの心
の浮き沈みは激しい。男性の中では
考えられないことである。そして内
容もそれぞれ異なる。これらの変化
に対して心から相談に応じ、足らざ
るところを協力する。なぜか。ぼく
が彼女たちを好きであるからに他な
らない。またぼくは6 9 才で、２年前に
心筋梗塞を患っている。安全牌的存

、

在であるのも第二の恋人になれる要
因である。
そしてぼくは、これらの女性たち
を心から愛している。しかし、同じ
ようにではない。１０人の女性だから
1 0 分の1 の愛ではダメなのである。十
把一からげではダメである。彼女た
ちの第一の恋人よりも1 0 倍くらいの
愛で「貴女だけ特別」の愛でなけれ
ばいけない。しかも、感情ゆれ動く
美女たちの第二の恋人になるには、
雌しい点が山ほどある。彼女たちが
ぼくの存在が必要であると思ってく
れているのと同時に、ぼくも彼女た
ちの存在がなくてはならないのであ
る。そして、ぼくは彼女たちを愛し
ているから、難題の詰将棋でも考え
るように喜んで挑んでいる。
そして、ぼくには素敵な奥さんが
ちや－んと存在している。ぼくは、
別格の形で奥さんを愛している。
ぼくの奥さんは、１０人の恋人たち
にケーキを買ってきたり食事に誘っ
たりしている。

ノ
1８

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



／

、

肇毒鴬裟ら始甫る
＝嘩弓

ｉＺご堂
Ｉ郷､ ‘、Ｉ
ＩＬ．ア

●●●●●●●●●●①●●●●●●●●

ゴールデンウイーク、夏休み･ ･ ･ と待ちに待った休息タイムの到
来です。すばらしいバカンスをとっておきのおしゃれをして過
ごせるようにポディラインは整っていますか。エステテイック
サロンゲランパリは、貴女のスリムポディを応援します。

【ス一パー・ボディ・スリミングコース）
クリームとハンドマッサージでダブル効果。
クリームはスリミング・マッサージ用に開発された
最新クリーム。エステティックの本場パリで脂肪分
解効果が高いと評判のカフェイン成分が配合されて
います。プロの手ですりこまれると全身に効果がゆ
きわたり、マッサージでダブルの痩身効果。

トライアル価格Ｙ1 2 0 0 0

【ﾌｪｲｼﾔﾙｺｰｽ】

１

貴女の肌にぴったりコースをご用意。
人それぞれ顔が異なるように、肌のタイプも個人個
人で違います。貴女の肌質・肌年齢にあったコース
を揃えました。
肌の敏感な方のために…オテリスコース
老化進行をおさえたい方に･ ･ ･ 工ボリューションコース
疲れた肌、水分不足の方に…イシマコース他

各コーストライアル価格Ｙ1 2 0 0 0

心地良いＢＧＭが流れる瞥沢な空間で、スリムボデイヘの確実な一歩をすすめます

リポーター募集
ご優待価格で体験、納得リポートを。「スーパー・ボディ・スリミング」

｢ フェイシヤル」各コースを通常よりお得な割り引き価格で受けられるリポ
ーター募集中（限定1 0 名様、詳しくはサロンまでお問い合わせ下さい｡ ）

乞躍詮爺ｂＣ“c

GuERLAlN
I W U S

エステティックサロンゲランパリ
ホテルオークラ神戸店
神戸市中央区波止場町2 - 1

メリケンパーク内ホテルオークラ神戸7 Ｆ

TEL｡(078)391-7811

、
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も
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

安
藤
よ
う
頑
張
っ
て
ま
す
よ
（
笑
）
。
賛

同
し
て
く
れ
る
人
が
け
つ
こ
う
多
い
ん
で

す
。
中
に
は
も
と
も
と
植
わ
っ
て
た
も
の

も
あ
る
ん
で
す
が
（
笑
）
、
み
ん
な
で
植
え

た
と
い
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
ん
で
。

ｌ
今
年
も
コ
ブ
シ
の
花
が
き
れ
い
に
咲
い

て
い
ま
し
た
。

安
藤
Ⅱ
標
の
二
十
五
万
本
の
樹
の
う
ち

の
五
万
本
が
、
モ
ク
レ
ン
、
コ
ブ
シ
、
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
と
い
っ
た
白
い
花
の
咲
く
樹
で

す
。
震
災
を
忘
れ
ん
よ
う
に
、
毎
年
春
に

☆
白
い
花
で
街
を
包
み
込
も
う

新
し
い
県
立
美
術
館
「
芸
術
の
館
」
（
仮

称
）
が
二
○
○
一
年
に
東
部
新
都
心
に
開

館
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
文
化
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

岡
際
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
寄
せ
ら
れ

た
二
十
三
件
の
中
か
ら
設
計
者
に
選
ば
れ

た
安
藤
忠
雄
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

☆
編
集
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

新
。
県
立
美
術
館
『
芸
術
の
館
」
（
仮
称
）
を

ひ
ょ
う
ご
文
化
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に

安
藤
忠
雄
さ
ん
に
聞
く

ｌ
安
藤
さ
ん
は
、
被
災
地
に
緑
を
植
え
る

「
ひ
ょ
う
ご
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｜
で

☆
子
供
た
ち
に
開
か
れ
た
「
芸
術
の
館
」 １

２０

１

｢ 子供たちの自由な精神を表現できる場に｣ ｡ 安藤忠雄建築研究所で

ｌ
「
芸
術
の
館
」
は
、
子
供
た
ち
に
開
か

れ
た
美
術
館
と
い
う
の
が
い
い
で
す
ね
。

安
藤
震
災
直
後
は
、
子
供
た
ち
が
生
き

生
き
と
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

水
運
び
や
掃
除
を
自
主
的
に
や
っ
て
い
て
、

日
本
の
子
供
も
ま
だ
ま
だ
捨
て
た
も
ん
や

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
「
芸
術
の
館
」
は
、

単
に
巨
匠
の
作
品
が
並
ん
で
い
る
美
術
館

で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
支
え
る
子

供
た
ち
を
育
み
、
彼
ら
の
自
由
な
精
神
を

表
現
で
き
る
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
う

ん
で
す
。

ｌ
「
芸
術
の
館
」
に
来
る
子
供
た
ち
の
中

か
ら
、
新
し
い
才
能
が
花
開
け
ば
い
い
で

す
ね
。

安
藤
震
災
を
体
験
し
た
子
供
た
ち
に
は
、

白
い
花
が
咲
く
ご
と
に
思
い
出
し
て
も
ら

い
た
い
ん
で
す
。

ｌ
亡
く
な
っ
た
方
々
の
鎮
魂
に
も
な
り
ま

す
ね
。
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復
興
す
る
街
を
見
て
「
人
間
の
可
能
性
」

を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

☆
海
と
山
の
見
え
る
美
術
館

開かれた美術館へ
Ｉ
神
戸
の
自
然
・
風
土
を
生
か
し
た
デ
ザ

イ
ン
で
す
ね
。

安
藤
海
と
山
が
あ
っ
て
、
坂
道
に
は
風

が
吹
き
抜
け
、
ク
ス
ノ
キ
や
御
影
石
が
あ

っ
て
、
し
ゃ
れ
た
店
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
Ｉ
。

神
戸
・
阪
神
間
で
長
く
仕
事
を
し
て
き
た

者
と
し
て
思
い
描
い
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
を
、

い
ろ
ん
な
方
々
と
対
話
し
な
が
ら
表
現
し

た
ん
で
す
。

ｌ
嵯
示
室
の
回
り
が
「
ガ
ラ
ス
の
被
膜
」

で
覆
わ
れ
て
い
る
の
が
面
白
い
で
す
ね
。

発
想
の
も
と
は
？

安
藤
海
辺
に
あ
る
か
ら
に
は
海
を
見
た

い
な
と
思
っ
て
。
二
重
構
造
に
す
る
と
作

● ! 園

購鳴'秘『’

１
２１

１

ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ

ｌ
神
戸
市
の
一
‐
水
際
広
場
」
と
隣
接
し
て

ま
す
が
。

安
藤
帳
が
五
筒
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
公
園

な
ん
で
す
が
、
全
国
の
政
令
指
定
都
市
か

ら
も
ら
う
四
両
五
十
本
の
ク
ス
ノ
キ
で
森

を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。
周
囲
は

復
興
住
宅
で
す
か
ら
、
そ
の
中
心
に
ほ
っ

と
で
き
る
憩
い
の
場
が
あ
れ
ば
い
い
で
し

品
も
守
れ
る
し
、
展
示
室
を
出
て
、
廊
下

を
ぐ
る
ぐ
る
回
り
な
が
ら
海
と
山
が
見
ら

れ
る
で
し
よ
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
向

分
た
ち
の
街
の
風
景
を
目
に
す
る
こ
と
は

大
切
な
こ
と
で
す
よ
。
大
人
も
街
を
き
れ

い
に
し
な
け
れ
ば
と
思
う
し
（
笑
）
。
こ
の

ア
イ
デ
ア
は
世
界
の
美
術
館
で
も
こ
れ
ま

で
な
ぜ
か
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

☆
昼
は
美
術
館
、
夜
は
レ
ス
ト
ラ
ン

海と山をつなぐ風擬

｢ 芸術の館」（仮称）のイメージ

ょ
う
。
そ
れ
か
ら
、
蝦
寄
り
の
駅
か
ら
東

部
新
都
心
ま
で
「
コ
ブ
シ
街
道
」
を
つ
く

り
た
い
。
寒
い
と
き
は
に
は
客
が
あ
ま
り

来
な
い
で
す
か
ら
、
花
で
客
寄
せ
を
し
よ

う
と
（
笑
）
・
美
術
館
だ
け
で
な
く
街
全
体

を
見
に
き
て
ほ
し
い
。

築
で
日
本
文
化
デ
ザ
イ
ン
賞
。
九
一
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
近
代
美
術
館
で
日
本
人
初
の
個
展
を
開
催
。
九
五
年
、

フ
リ
ッ
カ
ー
賞
。
九
七
年
、
英
国
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ー
ル
ド

メ
ダ
ル
受
賞
●
．

Ｗ

あ
ん
ど
う
た
だ
お

一
九
四
一
年
大
阪
本
川
垂
ま
れ
。

独
学
で
建
築
を
学
び
、
六
九

年
、
大
阪
に
安
藤
忠
雄
建
築

研
究
所
を
設
立
。
七
九
年
、

「
住
吉
の
長
屋
」
で
日
本
建
築

学
会
奨
励
賞
。
八
三
年
「
六

甲
の
住
宅
お
よ
び
一
連
の
廷

回
兵
庫
県
教
育
委
員
会

神
戸
市
，
中
央
区
下
山
手
通
５
１
和
ｌ
ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
３
４
１
７
７
１
１
（
大
代
表
）

心の森をつくる

安
藤
デ
ン
マ
ー
ク
に
ル
イ
ジ
ア
ナ
美
術

館
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
一
Ⅱ
中
遊
べ
る

い
い
美
術
館
な
ん
で
す
。
「
葺
術
の
館
」
も

朝
か
ら
晩
ま
で
楽
し
め
る
美
術
館
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
夜
も
楽
し

め
る
モ
ダ
ン
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
喫
茶
店
が

人
っ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

ｌ
ほ
か
に
望
む
こ
と
は
。

安
藤
海
の
上
に
作
品
を
浮
か
べ
て
展
示

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。
世
界
初
の
海
上

展
示
場
、
む
つ
か
し
い
と
思
い
ま
す
が
意

外
と
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
よ
。
兵

庫
県
に
は
が
ん
ば
っ
て
運
輸
借
と
交
渉
し

て
説
得
し
て
ほ
し
い
（
笑
）
。

ｌ
海
外
に
も
海
辺
の
美
術
館
が
あ
り
ま
す
ね
。

､ 蚕ご寺竜壁
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影

藤
原
良
一
（
本
州
四
国
連
絡
橋
公
園
総
裁
〉

小
室
豊
允
《
嬢
路
鯛
協
大
学
経
済
情
報
学
部
長
》

１
２２

１

来
春
、
明
石
海
峡
大
橋
が
開
通

創
世
紀
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代

●
小
室
豊
允
の
《
夢
対
談
》

“
新
世
紀
を
語
る
”

Ⅵ

弓悪亀恥凸と

E 裡国

☆
新
し
い
景
観
の
創
造
と

瀬
戸
内
新
時
代
の
到
来

☆
三
月
、
神
戸
へ
本
社
移
転

；腰

小
室
世
界
最
長
の
吊
橋
「
明
石
海
峡

大
橋
」
が
い
よ
い
よ
来
春
開
通
し
ま
す
。

そ
れ
に
先
立
つ
今
年
三
月
、
本
州
四
国

連
絡
橋
公
団
の
本
社
が
東
京
か
ら
神
戸

に
移
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
首
都
圏
外

へ
の
特
殊
法
人
移
転
の
第
一
号
で
、
神

戸
に
と
っ
て
は
復
興
の
励
み
に
な
り
ま

す
。
街
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。

藤
原
緑
と
海
に
囲
ま
れ
て
お
り
美
し

く
モ
ダ
ン
な
都
市
で
す
ね
。
東
京
と
比

べ
て
暮
ら
し
や
す
く
、
通
勤
時
間
も
減

っ
て
職
員
も
喜
ん
で
い
ま
す
（
笑
）
。

小
室
食
べ
物
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

神
戸
ビ
ー
フ
の
ほ
か
、
枇
界
中
の
料
理

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

藤
原
先
日
、
家
内
と
南
京
町
に
行
っ

た
ら
、
す
ご
い
賑
わ
い
で
し
た
。
は
ず

れ
に
あ
っ
て
空
い
て
い
る
店
に
入
っ
た

ん
で
す
が
、
そ
れ
で
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
よ
（
笑
）
・

小
室
南
京
町
は
震
災
後
の
立
ち
上
が

り
が
い
ち
ば
ん
早
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

藤
原
実
は
震
災
後
す
ぐ
神
戸
に
来
た

の
で
す
が
、
あ
れ
か
ら
二
年
で
こ
の
復

興
ぶ
り
で
す
か
ら
驚
き
ま
し
た
。
市
民

の
み
な
さ
ま
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ノ

藤原良一総裁小室碧侃学部長

小
室
瀬
戸
内
は
エ
ー
ゲ
海
と
な
ら
ぶ
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小
室
瀬
戸
内
は
エ
ー
ゲ
海
と
な
ら
ぶ

美
し
い
海
で
す
が
、
橋
が
架
か
る
と
環

境
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
。
私
は
逆
に
新
し
い
環
境
と
景
観
が

創
造
さ
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。
神
戸
か

ら
見
る
と
明
石
海
峡
大
橋
に
沈
む
夕
日

が
美
し
い
の
で
す
が
、
明
石
か
ら
の
景

色
も
な
か
な
か
の
も
の
で
す
。

鍵慧雲識Ｉ辻竃霊＝＝＝童＝

－
１
－

邸
ｌ
山
一Ｉ

藤
原
淡
路
島
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
か

ら
も
絶
景
が
望
め
ま
す
よ
。
神
戸
や
明

石
、
淡
路
島
は
素
晴
ら
し
い
観
光
地
で

す
が
、
さ
ら
に
新
し
い
観
光
資
源
が
付

加
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

小
室
神
戸
の
人
た
ち
が
週
末
を
淡
路

島
で
過
ご
す
こ
と
も
増
え
る
で
し
ょ
う

ね
。
徳
島
も
同
じ
経
済
圏
に
な
り
ま
す
。

建設中の明石海峡大橋

藤
原
通
勤
や
通
学
も
可
能
に
な
り
ま

す
か
ら
、
島
に
帰
る
若
者
が
増
え
る
な

ど
の
多
様
な
効
果
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

小
室
瀬
戸
内
三
橋
時
代
に
は
、
岡
山

や
広
島
、
四
国
が
隣
と
い
う
感
覚
に
な

り
ま
す
ね
。

藤
原
国
際
化
の
時
代
と
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
国
内
の
地
域
間
交
流
も
重

要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
ね
。
文
化

や
産
業
、
情
報
な
ど
を
、
都
市
ご
と
に

役
割
分
担
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。小

室
お
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
の

い
い
と
こ
ろ
を
使
い
合
う
わ
け
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
の
都
市
は
た
だ
居
住
人

口
を
増
や
す
だ
け
で
は
駄
目
で
す
ね
。

い
か
に
交
流
人
口
が
多
い
か
が
重
要
な

ん
で
す
。
瀬
戸
内
で
の
新
た
な
交
流
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
十
一
世
紀
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
な
る

で
し
ょ
う
。

＝弓毒－塁

１
２３

１

小
室
明
石
海
峡
大
橋
の
総
工
費
は
ど

の
く
ら
い
で
す
か
。

藤
原
橋
だ
け
で
約
五
千
億
円
で
す
。

通
行
料
を
安
く
し
た
い
の
は
山
々
で
す

が
、
利
子
付
き
の
借
金
が
あ
る
も
の
で

す
か
ら
。

小
室
で
き
る
だ
け
多
人
数
で
車
に
乗

る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
す
ね
（
笑
）
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゲ
ー
ト
橋
の
美
し
い
景
観
を
見
る
た
め

☆
橋
を
上
手
に
使
お
う
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藤原良一さんと小室豊允さん

に
、
逆
に
新
し
い
航
路
が
で
き
ま
し
た
。

藤
原
橋
の
使
い
方
も
工
夫
し
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

小
室
開
通
前
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
日

向
押
し
の
よ
う
で
す
が
。

藤
原
橋
の
上
で
の
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー

ク
や
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
大
会
な
ど
を
協
議
会
で
調
整
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
で
は
橋
の
愛

称
募
集
や
開
通
後
の
イ
ベ
ン
ト
「
あ
わ

じ
・
花
と
公
園
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
企
画
さ
れ
い
て
ま
す
ね
。
震
災
で
遅

小
室
震
災
直
後
は
東
西
の
幹
線
が
麻

蝉
し
て
、
南
北
の
国
土
軸
の
重
要
性
を

実
感
し
ま
し
た
。

藤
原
大
阪
湾
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
、
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
を
結
ぶ
南

北
の
軸
が
完
成
す
る
と
、
広
域
に
わ
た

れ
て
い
た
一
‐
淡
路
夢
舞
台
」
も
今
年
七

月
に
は
起
工
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

☆
世
界
最
先
端
の
技
術
を

「
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
」

す
る
と
、
広
域
に
わ
た

っ
て
生
活
・
経
済
・
文

化
圏
が
形
成
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
災
害
時

に
お
け
る
安
全
性
の
確

保
と
い
う
面
で
も
誼
要

で
す
。

小
室
紀
淡
連
絡
道
路

が
で
き
る
と
、
関
丙
国

際
空
港
が
生
き
て
き
ま

す
。
和
歌
山
や
淡
路
島
、

四
国
の
方
々
に
と
っ
て

も
便
利
に
な
り
ま
す
。

藤
原
国
と
と
も
に
現

在
調
査
中
で
す
が
、
技

術
的
に
は
橋
を
架
け
る

こ
と
は
十
分
可
能
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
周
辺

事
情
を
ク
リ
ア
す
る
た

め
、
地
元
の
み
な
さ
ん

回
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

神
戸
市
中
央
区
小
野
柄
通
４
．
１
．
理

ア
ー
バ
ン
エ
ー
ス
三
宮
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
２
９
１
．
１
０
０
０
（
代
表
）

に
も
熱
心
に
働
き
掛
け
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
が
待

た
れ
ま
す
ね
。

小
室
本
州
四
国
だ
け
で
な
く
、
世
界

一
の
架
橋
技
術
を
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

藤
原
世
界
各
国
で
も
長
大
橋
の
計
画

が
数
多
く
あ
り
、
技
術
協
力
の
依
頼
は

た
く
さ
ん
来
て
い
ま
す
。
橋
は
平
和
の

シ
ン
ボ
ル
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
協

力
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

小
室
橋
と
い
え
ば
、
去
年
の
米
大
統

領
選
で
は
「
二
卜
一
世
紀
へ
の
ブ
リ
ッ

ジ
ン
グ
（
橋
渡
し
）
」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
て
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
世

紀
や
世
代
を
繋
ぐ
こ
と
も
ブ
リ
ッ
ジ
ン

グ
な
ん
で
す
。

藤
原
単
に
島
と
島
、
国
と
国
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
橋
渡
し
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
明
石
海
峡
大

橋
は
白
年
か
ら
二
百
年
長
持
ち
し
ま
す

か
ら
、
息
の
長
い
資
産
と
し
て
次
の
世

代
に
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
箸
る
こ
と
な
く
技
術
を
磨
き
、
世
界

に
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
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